


















) 地上気象観測において， 月の月平?気温が－ °を記録し，これまで
の極値を更新（昨年までの月平?気温の記録は 年 月の－ °）した．
) 昭和基地上空の下部成層圏の気温は，冬から春先にかけて平年より低め
に推移した．特に， - 月にかけ， 以下の多くの指定気圧面で，これ
までの各月の極値を更新する低温を観測した．一方，対流圏においては，
月 日にかけての 級ブリザードの影響で， - の指定気圧
面で， 観測における 月の高温の極値を更新した．
) 昭和基地上空のオゾン全量は， 月 日に と，これまで
の過去最小を記録（昨年までの最小値は 年 月 日の ），
月の平?でも 月に と，これまでの過去最小を記録し（昨年
までの最小値は 年 月の ），オゾンホールが現れる前の
年以前と比べて，半分以下の値となった．また，オゾン量の回復も例年
より遅れ， 年 月となった．
は じ め に
南極昭和基地における気象観測は，第 次隊が 年 月 日から開始し，越冬できな
かった 年及び一時閉鎖した期間（ - 年）を除き，これまでほぼ半世紀の間，気
象庁派遣隊員により継続している．観測及び蓄積された気象観測資料は，国際的な枠組み
のなかで，地球環境の監視など多目的に利用されている．第 次南極地域観測隊気象部門
は， 年 月 日に第 次隊より昭和基地における定常気象観測業務を引き継ぎ，









































雲，視程については，目視により 日 回（ ， ， ， ， ， ， ， ）の
観測を行った．また，大気現象については随時観測を行った．
() 海氷上積雪深観測

















表 昭和基地における地上気象観測使用測器等一覧表（ 年 月 年 月）
-




海面気圧 連続・毎正時 ― 気温・現地気圧から算出
気圧変化量・





露点温度 連続・毎正時 ° ― 気温・湿度観測値から算出






風向 同上 ° 風車型風向風速計 測風塔（地上高 ）に設置風速 同上 /




























































第 次隊越冬中の 年 月にかけて温度計に起因する障害が頻発しており，そ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 昭和基地における地上気象観測極値・順位更新記録（ 年 月 年 月）
-
統計項目 対象 順位 順位値 起日
日最大風速 月 位 /（ ) 日
月 位 /（ ) 日
日最大瞬間風速 月 位 /（ ) 日
月 位 /（ ) 日
月 位 /（ ) 日
月 位 /（ ) 日
年間 位 /（ ) 月 日
日最低気温の低い方から 月 位 － ° 日
日最高気温の低い方から 月 位 － ° 日
月 位 － ° 日
月 位 － ° 日
月 位 － ° 日
月 位 － ° 日
日最低気温の高い方から 月 位 － ° 日






年間 位 月 日
月平?気温の高い方から 月 位 － °
月 位 － °
月 位 °
年間 位 ° 月
月平?気温の低い方から 月 位 － °
月 位 － °
月 位 － °
年間 位 － ° 年 月




月間日照時間の少ない方から 月 位 時間
月 位 時間
年間 位 時間 月
年平?気温の低い方から 位 － ° 年



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 昭和基地における地上気象旬別経過図（ 年 月 年 月）
平年値は 年 年の平?値．







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の記録は 年 月の－ °）し，低い方から第 位を記録した（表 ，図 ）．











図 海氷上（雪尺）と陸上（積雪計）の積雪深観測値の比較（ 年 月 年 月）
-




































レーウィンゾンデ 型レーウィンゾンデ 各センサについては表 に示す
電池 型注水電池 立ち上げ機により規定電圧を確認後接続，飛揚
気球 （ ）ゴム気球 飛揚前に加温保存，
冬季低温時は油漬け処理を実施
充 ガス ヘリウムガス 浮力錘による標準浮力は （ )，
強風降雪等状況により増量

















＋ － ° ± ° 飛揚前点検で精度確認









年 月 年 年 合計
























第 次隊として 年 月 日 より 年 月 日 までの観測を
行った．この期間中，ブリザードに伴う強風により飛揚できなかった欠測が 回（ 年
月 日 ， 年 月 日 ），資料欠如が 回（ 年 月 日 ）
あった．
冬期間の下部成層圏の低温によりゴム気球が硬化して到達高度が低下するのを防ぐた








年 月 年 月の主な指定気圧面の高度，気温，風速の月平?値（ の観
測値による統計）を表 に示す．また， 年 月 年 月の における各指
定気圧面の月平?気温と月平?気温平年値の年変化を図 に示す．
- 月は多くの気圧面で平年並みの気温だったが， 月の 付近では気温が低く，
では平年値より °低くなった．




- 月の 面より上空の気温は，再び平年値より低い状態となり， 月は
面で °低くなり，月平?値としては観測以来最も低い気温となった．この期間には，
- の多くの指定気圧面で，これまでの各月の極値を更新する低温を観測した．特に
月 日 の観測では で－ °を記録し， の観測としては観測開
始以来最も低い気温となった．
図 に， 年 月 年 月の における指定気圧面月平?気温，風の東西
並びに南北成分の平?値及び平年値（ - 年），平年偏差の時間高度断面図を示す．







( ) 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 平? 月
高度
( )
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －気温
(°) － － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －
－ － － － － － － － － － － － － －






くなった．一方，東西風は - 月にかけて各高度で強まり， 月には 付近を中心に
正偏差となった． - 月には平年値より °以上低い領域が現れている．この期間の東
西風は平年より弱く， 月には 面以上で / 以上の偏差が現れている．これは後
述する図 の 月にもみられるように，昭和基地が極夜ジェットの極側に位置していたこ
とと矛盾しない．
年 月 年 月の における昭和基地上空の気温の時間高度断面図を
図 に示す． - 月にかけて成層圏温度が－ － °の領域が現れるなど，気温が低下
し， 月には－ °の領域がはっきり現れた． 月上旬には極渦の中心が西に偏り昭和基地
第 次南極地域観測隊気象部門報告
図 指定気圧面の月平?気温の年変化（ 年 月 年 月）と月平?気温平年値（ 年
年）の年変化（ ）











がある．再び極渦の中に入ると気温は低い状態となり - 月にかけて－ °の領域は成層
圏下部まで広がった． 月中頃までは－ °の領域がみられた．
成層圏突然昇温は極夜明けの時期に観測され，成層圏が低温な状態の解消に寄与する．
年に観測した への通報基準である最大上昇温度が ° / 日以上の事象は，






顕著な昇温をもたらした．この際， 月 日 には で－ °を観測するな
ど， - の指定気圧面では 月として極値を更新する最も高い気温を記録してい
る． 月下旬の突然昇温の際に－ °の領域が消え，さらに上層から気温が上昇して－
°の領域が観測されなくなったのは 月の終わりだった．
南半球月平? 高度及び平年偏差を図 に，南半球月平? 高度及び平年偏
第 次南極地域観測隊気象部門報告
図 昭和基地上空の気温の時間高度断面図（ 年 月 年 月）
















面の月平?高度場では， 年 月にはすでに 以下の領域が出現し，高
度の傾きが大きくなっていた．極渦に対応するこの領域は南極域の東側に広がった分布を
しており，東南極側の広い範囲で高度は負偏差となっている．- 月にかけて，南極半島付
近の負偏差が明瞭になる一方，東経 - °付近の負偏差は残ったままだった． 月には東南
極側の高度の負偏差は正偏差に変わったが， 月から再び波数 の状態で安定すると，高度
もおおむね負偏差で推移した． - 月には，南極半島付近での負偏差が大きくなった．
の月平?高度場に着目すると， 年 月から強くなった極渦は， 月に最盛期
にまで発達し，高度の平年偏差は負の領域が多くなっており平年より強い状態で推移した．














下となった 事例の受信時間の平?は 分程度となり， での昭和基地での観測
には十分な観測時間が確保できることが確認できた．












らの観測データは，気象庁から 世界オゾン紫外線データセンタ （ー ）へ送













































長 と ， 波長組 平?波長 と ）を用いた観測を，太陽
の北中時並びに午前及び午後の大気路程μ＝ ， ， ， （μオゾン層を通過する光
線の垂直路程に対する相対的な路程）の時刻に行った．さらに，観測期間を延ばすため，
太陽高度が低くなる時期については， 波長組（ 波長組 平?波長 と


























































































月 月 月 月 月 月 月
日 観測終了 ?? ?? ?? ??
気 圧
（ ) ?? ?? ??
??
年 年
月 月 月 月 月 月 月
日 観測終了 ??
気 圧 ?? ??










年 月 日に第 次隊で使用したオゾン濃度計 と 及び第 次隊持
ち込みのオゾン濃度計 と の相互比較を行い，測器の精度確認を行った．その後，





越冬中の 月 日に と の相互比較を行うとともに並行観測を開始した．その
結果， 月末の時点でも の観測データに 年 月と同様のノイズが発生したため，
台のオゾン濃度計による並行観測を長期間行い経過観察することとし，引き続き
の値を正規データとした．
年 月 日には，第 次隊の持ち込んだオゾン濃度計 と 及び第
次隊が使用した と の相互比較を行い測器の精度確認を行った．その後， 月
日まではオゾン濃度計 台， 月 日 月 日の越冬交替時までは ， 及び
の 台による並行観測を継続し， 月 日をもって第 次隊に観測を引き継いだ．第
次隊及び 次隊との相互比較・並行観測の結果並びに， 年 月からの第 次隊使
用のオゾン濃度計 台による並行観測の結果をふまえ，第 次隊では観測現用器と予備器
との入れ替えは行わず，オゾン濃度計 の値を 年間の正規データとした．






年 月 年 月のオゾン全量日代表値の年変化を図 に示す．
昭和基地上空のオゾン全量は， 月中旬 月下旬までオゾンホールの目安となる
を継続的に下回った．特に 月 日には まで減少し，これまでの
過去最小記録である 年 月 日の を 下回った．また，オ
第 次南極地域観測隊気象部門報告
成田 修ほか








昭和基地における - 月の各月平?オゾン全量の経年変化を図 に示す．月平?にお
いても 月に を記録し，これまでの過去最小である 年 月の
の記録を更新した．
オゾン反転観測
オゾン反転観測による気層別オゾン量の高度分布を図 に示す． 年 月はロン
第 次南極地域観測隊気象部門報告
図 昭和基地における反転観測による気層別オゾン量（ 年 月 年 月）
-
グ反転観測データが得られなかったため表示していない．
- 月にかけては第 ， ， ， 層（ - ）でオゾン量が少ない状態で推移し，
特に 月下旬 月中旬の第 ， 層は非常に少なく， 月上旬にはオゾンがほぼ消滅した
状態であった．昭和基地がオゾンホールの外に出た 月下旬には，第 ， ， 層でオゾン
量が急増した．
オゾンゾンデ観測
年 月 年 月のオゾン分圧の時間高度断面を図 に， 年 月 年
月までのオゾン分圧の高度分布を図 に示す．
オゾン分圧は通常，高度 - 付近で最大となる高度分布を示す．図 より， -
月中旬まではこの高度のオゾン分圧は 以上であったが， 月中旬に一時的に増加





年 月 年 月までの地上オゾン濃度日別値を図 に示す．データは， 時間




年 月 年 月）
-
第 次南極地域観測隊気象部門報告














もとに，観測値（ 秒値）の標準偏差の閾値を とした（東島ほか， ）．
オゾンゾンデの試験飛揚
次期オゾンゾンデ観測においては，使用器材を現用の 型オゾンゾンデ（以下
「 型」）から オゾンゾンデ（ 型オゾンゾンデ（以下「 型」））に
変更の予定であった．第 次隊において 型の性能及び動作確認のため，






年 月 年 月）
-
年のオゾンホールの特徴
図 に，米国航空宇宙局（ ）のオーラ衛星のオゾン監視装置（ ）データ（
）を基に作成した， 年 月の旬別オゾン全量の南半球分布図
を示す．陰影部は極夜のため観測できない領域である．オゾンホールは 月下旬に急激に
発達し， 月 日に 年の最大の面積である 万 ?を記録した．これは 年
月 日の 万 ?に次ぐ，過去第 位の広さだった．また，オゾン欠損量（破壊量）も
月 日に 万トンとなり， 年 月 日の 万トンに次ぐ，過去第 位の
規模だった．オゾンホール内の最低オゾン全量は，- 月中旬にかけて高い状態で推移した















から二重分光方式の （ 号機）へ測器を変更（田口ほか， ）したが，第
次隊が （ 号機）をメンテナンスのため国内に持ち帰ったため，第 次隊では
（ 号機）を観測に使用した．第 次隊ではメンテナンスの完了した （









図 による旬別オゾン全量の南半球分布図（ 年 月 月）





















観測項目 使用測器 感部型式 測定範囲 測器番号 観測最小単位
サンプリング
間隔














領域紫外線量 紫外域日射計 - ，- / ?
秒
長波長放射量 精密赤外放射計 - μ / ?
秒







長波長放射量 精密赤外放射計 - μ / ?
秒
放射収支量 放射収支計 -- μ / ?
秒

















( ) 全天型紫外域日射計を用いた 領域紫外線反射量の連続観測
データ処理は，下向き 領域紫外線量の観測と同様に行った．なお，全天型紫外域日射






紫外域日射観測指針（気象庁， ）に準じ， （ 号機）を用いて， -





ターで観測した波長別直達光強度（ ， ， ， ， の 波長）から，波長別
のエアロゾルの光学的厚さ（ ，以下「 」）を求めた．また，前




















くなるため， 前後を目安とし， - を通年確保した．その調整のため， 年 月












年 月 日に第 次隊から観測を引き継ぎ，第 次隊が持ち込んだブリューワー
分光光度計 （ 号機）による観測を行った．






































放射伝達モデル（ ）の計算によると，太陽光の大気路程μが - の
成田 修ほか
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図 下向き日射放射量日積算値の年変化（ 年 月 年 月）
()全天日射量 ( )直達日射量 ()散乱日射量 ( )長波放射量 () 領域紫外線量
-
成田 修ほか
図 上向き反射放射量日積算値の年変化（ 年 月 年 月）
()反射日射量 ( )長波長放射量 () 領域紫外線反射量
-
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とき，オゾン全量が から 減少した場合， 強度は - 程度増加
する．またオゾン全量が から へ半減した場合には， 強













れる「紅斑紫外線量（ 量）」や，紅斑紫外線量を ??で割った インデックス
が用いられることが多い．昭和基地における 年 月 年 月の日最大 イン
デックスの年変化を図 に示す．
年の最大 インデックスは 月 日に を記録した．これは，昭和基地での
観測以来の最大値であり，日本では九州及び南西諸島における夏季の晴天時の観測値にほ
成田 修ほか
図 昭和基地における日最大 インデックスの年変化（ 年 月 年 月）
-
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フォトメーターでは波長別（ ， ， ， ， の 波長）の直達光強度を測定
することにより，波長別のエアロゾルの光学的厚さ（ ）を求めることができる．また，
波長（ - ）の からは，オングストロームの波長指数（? ）及び
混濁係数（? ）が求められる．
なお， 算出に用いるレーリー散乱式中の定数については，気象庁の大気混濁度観測
と基準を合わせるため，第 次隊と同様に を用いた（東島ほか， ）．
() 年の観測結果
サンフォトメーターによる 波長の各 ，及び各波長の から求めたオングスト
ロームの波長指数（? ）と混濁係数（? ）の季節変化を図 に示す．






図 昭和基地におけるホイスナ ・ーデュボアの混濁係数の季節変化（ 年 月 年 月）
-
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図 昭和基地上空の大気混濁度経年変化（ 年 月 年 月）
-
( ) 大気混濁度の経年変化
サンフォトメーターで大気混濁度の観測を開始した 年からの各波長（ ， ， ，
， ）の ，及び - の 波長の から求めたオングストロームの
波長指数（? ）と混濁係数（? ）の経年変化を図 に示す．
全球的に噴出物が拡散したとされる， 年 月のピナツボ火山噴火（ ，
）のときに は大きく増加し，その後数年かけて平年値に戻っている．なお，北半球
で起きた火山噴火の影響が全球的に拡散するには，ある程度時間を要し，ピナツボ火山噴
火の場合，その影響は 年末時点では衛星観測（ ）から南緯 度程
度までとされており， 年に昭和基地で観測された短波長での のピークは，
年 月に起きたチリにあるハドソン火山噴火（ ， ）の影響とみられる．その
後の - 年にかけての の増加は，ピナツボの全球的な拡散によるものと?え
られる（金戸， ）． 年の値は，ほぼ平年並みであった．
ホイスナ ・ーデュボアの混濁係数の経年変化を図 に示す．サンフォトメーターで観測














































ルス数から粒子の個数を計測する．計測は，粒子半径＞ μ ，＞ μ ，＞ μ ，





エアロゾルゾンデの観測処理には， 高層気象観測システム（ 章 参照）を使用し





















その他 （レーウィン）ゾンデ 接続用篠竹，電源線・信号線（各約 )
時刻（電源投入後の秒数）
粒径毎の粒子数（ 秒積算数（ ）， 秒積算値（ ））
ポンプ回転数，排気温度，内部温度伝送














領域は （ ）を構成する物質の一部と?えられている硝酸三水和物（ ?・
?， ，以下「 」）粒子が析出する温度（ ???）領域（硝酸
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表 昭和基地におけるエアロゾルゾンデ飛揚状況
回数 飛揚年月日 観測目的 到達高度 (気圧) 備?
年 月 日 バックグラウンド観測 ( )
年 月 日 発達期の観測 ( )
年 月 日 発達期の観測 ( ) ?
年 月 日 発達期の観測 ( ) ?
年 月 日 オゾンホール盛期の観測 ( ) ?
年 月 日 オゾンホール盛期の観測 ( ) ?
年 月 日 オゾンホール回復期の観測 ( ) ?
年 月 日 バックグラウンド観測(第 次隊との引き継ぎ観測) ( ) ?
注 ?オゾンゾンデとの連結飛揚．
図 昭和基地上空の の存在領域（高層気象観測による鉛直温度分布をもとに推定）




() 年 月 日 ( ) 年 月 日 () 年 月 日
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図 昭和基地上空のオゾンゾンデ観測結果及びエアロゾルゾンデ観測結果（ /）
( ) 年 月 日 () 年 月 日 () 年 月 日
，水蒸気 を仮定）を，黒色領域は （ ）を構成する氷（以下「 」）
粒子が析出する温度（ ??）領域を示す．（▼）はエアロゾルゾンデ観測を行った日である．







() 年 月 日 ( ) 年 月 日
観測結果
エアロゾルゾンデ観測結果を図 に示す．図の縦軸は高度を表し，横軸は左図が空気
?あたりの粒子数（以下「粒子濃度（個 / ?）」）で，粒径別の粒子濃度（ 秒ごと）を







発生前の状態を捉えるために， 月 日に観測を行った．気温は ???より高く
の発生する環境にはなかった．
付近の対流圏界面から上で半径＞ μ ，半径＞ μ ，半径＞ μ の粒径
の粒子濃度が高くなっている．対流圏界面から上では半径＞ μ より大きい粒径の粒
子濃度はほとんど観測されていない．
() 発達期（ ， 月）
発達期の観測として， 月 日， 月 日， 日に観測を行った．
月 日には，高度 - 付近では気温が ???より低く， （ ）の存在
可能な気温であった．高度 - 付近に - 層の粒子濃度の濃い層がみられ，
（ ）であると?える．この高度では 月には存在しなかった半径＞ μ より大
きい粒子が増加している．
月 日には，高度 - 付近では気温が ???より低く， （ ）の存在
可能な気温であった．また，高度 - 付近では気温がほぼ ??温度となっており，
（ ）の存在可能な温度であった．高度 付近， - ， 付近に
何層かの粒子濃度の濃い層がみられ， と?える．高度 - 付近の粒子濃度は
月 日と比較して減少しており，成長した粒子が重力により沈降したものと?える．
月 日には，高度 - 付近で気温が ???より低く， （ ）の存在可
能な気温であった．また，高度 と - 付近では，気温がほぼ ??温度を下回っ
ており， （ ）の存在可能な気温であった．高度 - の間は粒子濃度が全
般に濃く何層もの極大域がみられ， と?える． 月 日と比較して粒子が成長してい
ると?える．高度 - 付近の半径＞ μ ，半径＞ μ の粒子濃度は 月 日と
比較して濃くなっており， 月 日に高度 - 付近にあった粒子の一部が重力により
沈降したものと?える．
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() オゾンホール時期（ ， 月）
オゾンホール時期の状況を捉えるために， 月 日と 月 日の 回観測を行った．
月 日の観測では，気球が低い高度で破裂したため，高度約 までの観測データし
か得られなかった．
月 日の観測では，高度 - 付近では気温が ???より低く， （ ）
の存在可能な気温であった．半径＞ μ ，半径＞ μ の粒子では - 付近で層
状の極大域が一部みられるものの， 月 日と比較すると成層圏の粒子分布は濃度も全般
に減少し滑らかなプロファイルになっている，なお，データの信頼性が低下したため，半
径＞ μ の観測は高度 付近までとなっている
() 夏季（ 月， 月）
夏季のオゾン層回復期の状況を捉えるために， 月 日と 月 日の 回，観測を行っ
た．成層圏温度は上昇し， 存在可能な気温領域は存在しない．
月 日の観測では，観測データの信頼性が低下したため の観測は高度 付
近までとなっている．高度 - 付近の粒子濃度は 月 日より減少しエアロゾルが
沈降除去されつつあると?える．
月 日の観測では，対流圏界面のすぐ上の 付近に極大域がみられる．また半


















両ゾンデの連結飛揚は， の吊紐 本を接続した の吊紐 本を 字に連結し，











ゾルゾンデ観測では， とみられる高度 付近， - ， 付近に何層もの
粒子濃度の濃い層が観測された．
月 日の観測では， とオゾンの破壊の対応が示唆される観測結果が得られた．オ
ゾンゾンデ観測では，高度 - 付近， 付近にオゾンの減少した極小域が観測さ
れた．この高度は の層と一致しており 表面で発生する塩素原子がオゾンを破
壊すると?えられているプロセスとの良い対応が観測された．一方，エアロゾルゾンデ観
測では， とみられる粒子濃度の濃い層が高度 - 付近に何層かみられた．








































① メルボルン放送の ， の南半球 実況図と地上及び の 時間
予想図，インド洋域の地上実況図と 時間予想図．










第 次隊では， 年 月に航空隊用燃料のドームふじ中継拠点 への輸送













() 中継点旅行（ 年 月 日 月 日，全行程 日間）

















° ± ° 電気式白金抵抗型温度計
中継旅行においては
－ °未満で使用
風向 ° ± ° ハンドベアリングコンパス









() ドームふじ旅行（往路 年 月 日 月 日，復路 年 月 日 月
日，全行程 日間（いずれも先発隊の日程））








観測結果を図 に示す．観測記録期間は 年 月 日 月 日
である．旅行期間中は出発時と到着時の大陸沿岸部を除き，断続的な高い地ふぶきにより
視程 未満となる状態が多かった．往路の ではブリザードに見舞われ， 月 日
月 日まで同地点で停滞した． 出発後に降雪はほとんど無く，地上が地ふぶきで
あっても上空は晴天となる場合が多かった．気温と気圧は標高が高くなるにつれ低下し，
みずほ基地から内陸側へ約 以上進んだ 月 日 日の期間には，低温停滞の目安




観測結果を図 に示す．観測記録期間は 年 月 日 年 月
日 である．旅行中の風向はほほとんど東寄りであった． 月 日 日にかけて
は，第 次ドーム航空隊の到着待機のため， に滞在した．みずほ基地通過後から
滞在前半の 月 日 月 日頃までは，高い地ふぶきやふぶきにより視程が
未満となることが多かった．旅行中に高い地ふぶきやふぶきにより視程 未満と
なった日は 日あった．気温は を出発してから標高が上がるにつれて低くなり，
において 月 日 に旅行中の最低気温である－ °を記録した．
( ) 復路
観測結果を図 に示す．観測記録期間は 年 月 日 日 であ




図 ドームふじ基地中継拠点往復旅行中の気象観測データ（ 年 月 日 月 日）
()現地気圧及び気温 ( )風速及び風向 ()視程及び高度
-
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図 ドームふじ基地旅行（往路）中の気象観測データ（ 年 月 日 月 日）










図 ドームふじ基地旅行（復路）中の気象観測データ（ 年 月 日 月 日）











表 ドームふじ基地における地上気象観測使用測器等一覧表（ 年 月 年 月）
-
観測項目 観測時刻 観測最小単位 使用測器等 型式 備 ?
現地気圧 連続・正 分 振動式気圧計
年 月 日
年 月 日










年 月 日風速 /
雲（雲量・雲形・
向き・高さ) 定時 目視 ， ， ， ，
現在天気 定時 目視 ， ， ， ，
大気現象 定時 目視 ， ， ， ，






















平?気温 ° － －
最高気温の平? ° － －
最低気温の平? ° － －
最高気温 ° － －
起日
























との経過を図 に示す．図 には，あわせて第 期ドームふじ越冬時（ 年 月
年 月），第 次隊越冬時（ 年 月 年 月），第 次隊滞在時（ 年 月




大気混濁度観測は，携帯型サンフォトメータ （ー ， / ）を用いて
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図 ドームふじ基地の - 月の地上気象旬別経過（ - 年， - 年）
()気温 ( )現地気圧 ()風速 ( )雲量
- -




































上旬 概ね晴または薄曇で経過した．毎日細氷を観測し， 日から 日と 日から日に雪を観測した． 日は風が強まり最大風速 / を観測した．
年 月




























地が右側であることに注意）． は標高 のため標高 前後の昭和基地より気圧，
気温が低く風速は大きいが，変化傾向はよく似ている．
気圧は 月下旬から 月上旬までの期間， に比べ昭和基地の気圧が高い傾向がより
顕著である．これは他の時期に比べ地表付近の気塊が冷えて重くなっていることが要因の
一つになっていると?える．
気温は 年 月中旬 月下旬にかけて昭和基地の方が全体的に高く， 月下旬以降
は昭和基地とほぼ同じ値で経過した．このように夏の終わりから冬の初めにかけて よ
表 におけるロボット気象計の測器等一覧表（ 年 月 年 月）
-
観測種目 観測時刻 観測精度 使用測器等 備?
現地気圧 毎正分 ± 鉄ニッケル合金空ごう気圧計(静電容量変化式) 型
レーウィンゾンデを使用
気温 毎正分 ± °
ビード型ガラスコートサーミスタ
(アルミ蒸着加工)
風速 毎正分 ± /
風車型風向風速計









移動気象観測装置（ ）はヴァイサラ社製の気象観測装置であり， 年 月 日
から 月 日にかけて，昭和基地からオングル海峡を渡って南極大陸の向岩を結ぶ「向岩
ルート」上のポイントである 地点（ ， ）に を設置して観測データ収集を
行った． は昭和基地から南東に約 離れたオングル海峡の中間地点， は昭和
基地から南東に約 離れた南極大陸の露岩地帯近くの海氷上である．
図 における気象旬別経過図（ 年 月 年 月）
()現地気圧 ( )気温 ()風速
-
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観測測器を表 に，観測地点を表 に示す． ， ， 及び昭和基地の位置を図
に示す．
観測経過
では 月 日から 月 日までの期間を通してデータ収集を行ったが， では
に電源系の不具合があったため 月 日から 月 日までデータ収集が行えな
表 移動気象観測装置（ ）の測器等一覧表
観測種目 観測精度 使用測器等
現地気圧 ± 気圧計（ )
気温 ± °
温度湿度計（ )
湿度 ± -± -




表 移動気象観測装置（ ）の観測地点（ 年 月 日 年 月 日）
-
観測地点 緯度 経度
南緯 度 分 東経 度 分
南緯 度 分 東経 度 分
図 ， ， 及び昭和基地の位置
成田 修ほか
かった． 月 日に 設置の のメンテナンスを行い，データ収集を再開した．
では 月 日から 月 日まで風速計感部の凍結の疑いがあり，同期間風速
データは欠測とした．また， では 月 日から 月 日， 月 日から 月 日，




図 ， ， 及び昭和基地における地上気象日別経過図（ 年 月 日 年
月 日）






















① 地上実況通報式（ ）の通報 年 月
② 地上月気候値気象通報式（ ）の通報 年 月
③ 高層実況気象通報式（ ）の通報 年 月
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